
中富良野町景観計画（案） ご意見の募集結果

■ 実施概要

１．ご意見募集期間 ： 令和５年４月７日（金）～令和５年４月２８日（金）

２．ご意見募集方法 ： 郵送、FAX、電子メール、中富良野町ホームページ意見募集フォーム、持参

３．公表資料 ： 中富良野町景観計画（案）概要版、中富良野町景観計画（案）

■ ご意見の内訳

１．ご意見の件数 ： 意見提出者：２人、意見数：４件

２．ご意見の内訳 ： 景観まちづくりの進め方に関するご意見：４件

３．提出方法内訳 ： 持参：１件、電子メール：１件



ご意見の概要と中富良野町の考え方

お寄せ頂いたご意見の概要と、中富良野町の考え方は以下のとおりです。

No. 意見内容 中富良野町の考え方

１

景観計画を作成して事足れり、景観行政

は一段落とするのではなく、市街地・農地と

いわず沿道その他に朽ちたりしている廃屋

施設の撤去や廃棄された空き缶など、暮ら

しに密着した景観上好ましくないものの除

去を率先してやってみたらいかがか？

本計画の策定後において、良好な景観を守り育んで

いくためには、町民・来訪者・事業者・行政など多様な

人々の協働による景観まちづくりの取組が欠かせませ

ん。今後は各取組を継続的に推進するため「景観協議

会」を設立し、多様な主体相互の協働体制のもと、でき

るところから着実に景観まちづくりを進めてまいります。

２

国道２３７号が富良野川をまたぐ橋のカ

ラーチェンジ（左右の色が違う）をすること

で、明るい色による十勝岳連峰との景観性

の向上や、ドライバーへの注意喚起に繋が

ると思うがいかがか？

道路付属物は景観を阻害しない配置や景観色の使用

により周囲との調和を図る必要があることから、今後の

整備検討については安全性や景観への影響も配慮し、

必要に応じて国、道等の公共施設管理者と協議・連携

のもと進めてまいります。



No. 意見内容 中富良野町の考え方

３

国道２３７号（町道北１０号から富良野市

境界まで）等に、樹氷が形成される木を植

える試みをしてみてはどうか？北海道なら

ではの景観として、樹氷と十勝岳連峰の景

観がSNS等の拡散を通じて冬季の観光誘

客に繋がる試みとしてやってみる価値があ

ると思う。是非、やってみてほしい。

町民が誇りと愛着心醸成につながる町の顔となる景

観づくりが、来訪者を迎え入れるおもてなしの沿道景観

づくりとして必要だと考えています。

冬期の安全に必要な防雪策などの設置状況もござい

ますので、沿道景観の検討にあたっては道路交通の安

全性に対する考え方も含めまして、国、道等の公共施

設管理者と協議・連携のもと進めてまいります。

４

電線の地中化については費用が掛かると

思うが、観光の町と訴える以上、ポイントポ

イントでもやらないといけないと思う。

毎年少しずつ、重点区域から地中化を進

めることで、10年後の景観が変わると思う

がいかがか？

電柱の地中化については、景観計画策定委員会の

議論の中でも必要性についてご意見をいただいており

ます。景観計画の第６章、「景観まちづくりの進め方」の

６１ページに記載のとおり、町民が誇りと愛着醸成につ

ながる町の顔となる景観づくりの取り組みとして、景観

協議会のなかで無電柱化の検討を継続していきます。

※内容が変わらない範囲で、文言等の修正や追加を行っています。


